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差別化された情報=付加価値を生む源泉差別化された情報=付加価値を生む源泉

東京
経
営
活
動

事
業
運
営

・企画管理、間接機能、
研究開発の東京シフト

・関連企業オフィス統合

＜東京で一貫して
　　　　　　行える体制＞

・国内最大のマーケット

・世界へ発信するための
最重要拠点

＜マーケットイン体制＞

情報発信 情報発信

情報収集 情報収集
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『Ｇ-２１』目標達成に向けて『Ｇ-２１』目標達成に向けて
2005年度　
売上高　4,000億円　営業利益　400億円　 ＲＯＡ８％以上

企業体質の強化 コア事業の成長戦略

①事業ポートフォリオの改善

②繊維事業のﾘｽﾄﾗｸﾁｭｱﾘﾝｸﾞ

③コストダウンの推進

外部環境に
左右されにくい体質

①マーケットイン戦略の推進

②大型投資の実施と
　　グローバル市場での拡大

③グローバル競争力を支える
　　技術のブラッシュアップ
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『Ｇ-２１』投資計画と実績『Ｇ-２１』投資計画と実績
（投資額：億円）

【実績および04年、05年予想】

（予） （予） （年度）
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投資額：1,900億円
『Ｇ-２１』投資計画：1,500億円
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04年度上期　業績総括04年度上期　業績総括 1

（1）外部環境
≫輸出好調により国内経済は順調に推移

≫急激な原燃料価格の高騰、ＩＴ関連製品需要の調整

≫米国・中国の景気減速懸念

≫国際競争力のある事業の拡大

≫低採算事業の再構築・コスト合理化

26㌦29㌦31㌦原油/バレル

134130133円/ユーロ

118110110円/ドル

03上
（実績）

04上
（計画）

04上
（実績）

≫原燃料価格の
　　　　製品価格への転嫁

（2）当社の対応



04年度上期　連結業績の概要04年度上期　連結業績の概要
（単位：億円）（1）売上高・利益・キャッシュフロー

28.5％35124159経常利益

18.0％

22.0％

8.8％1431,6131,756売上高

158398当期利益

30137167営業利益

増減03上04上

25133158設備投資

3
（1.0）

74
498102減価償却

17
（4.5）

20
（5.5）

配当
　　　　（円/株）

129203営業ＣＦ

増減03上04上
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ROA（年間換算ﾍﾞｰｽ）：半期営業利益×2/期首・期末平均総資産

（2）財務指標 3

1.0%8.5％9.5％売上営業利益率

▲0.5%29.1％28.6％売上総利益率

増減03年度上期04年度上期

0.7％5.7％6.4％ROE（年間換算ベース）
1.0％72.0％73.0％株主資本比率

0.07回0.77回0.84回総資産回転率

1.5%6.5％8.0％ROA（年間換算ベース）

増減03年9月末04年9月末

ROE（年間換算ﾍﾞｰｽ）：半期当期利益×2/期首・期末平均株主資本



99上 99下 00上 00下 01上 01下 02上 02下 03上 03下 04上
0

2

4

6

8

10

営業利益 ＲＯＡ

100 98 101

137

(%)

（年度）

（3）連結営業利益･ROAの回復

103
87

103
115

（億円）

137 143

4

4.1 4.1 3.9 3.9 3.5 3.8

4.9
5.5

6.5 6.7

167

8.0



財務状況財務状況

91.544.5136.0
ｲﾝﾀﾚｽﾄ･　
ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･　
ﾚｼｵ（倍）

1.56.58.0ROA（％）

1.072.073.0株主資本　
比率（％）

▲3.26.93.7
有利子　　
負債比率
（％）

▲0.3
0.07

2.4
0.77

2.1
0.84

棚卸資産
回転月数

総資産
回転率（回）

増減
03年度
上期

04年度
上期
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4,146

206

2,984
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※ｲﾝﾀﾚｽﾄ・ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ・ﾚｼｵ=（営業利益+受取利息および配当金）÷支払利息

4,132

118

3,003

113

4,226

3,084



セグメント別業績セグメント別業績

（単位：億円）
（1）売上高・営業利益

301431371,6131671,756合計

▲8－▲49－▲57－消去・全社

▲2564132539381機能材料・　　
ﾒﾃﾞｨｶﾙ他

14

26

28

117

42

143

営業利益営業利益営業利益 売上高売上高売上高

19525544繊維

67763830化成品・樹脂

増減03年度上期04年度上期
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03年上
→04年上

（2）営業利益増減要因

30▲8▲21426合計

▲11-0▲3▲8原燃料

46-0640数量・構成

19

▲18

▲6

計

▲8

-

-

消去・　
　　全社

6147コストダウン等

▲4▲4▲10為替

▲41▲3売値

機能材料・　
メディカル他

繊維
化成品・　　
　　　　樹脂

　117→143 28→42 41→39 ▲49→▲57 137→167
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（単位：億円）



（3）化成品・樹脂 （単位：億円）

1.9％13.4％15.3％ROA（％）
1231,7681,891使用資産

26117143営業利益

67763830売上高

増減03年上04年上

熱可塑性ｴﾗｽﾄﾏｰ販売数量増加、ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙは香粧品、農薬中間体
が好調。しかし、原料、為替の影響を受ける。

増収・減益イソプレン

液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用導光体など光学用途向けが伸長、原燃料価格の製
品価格転嫁進展。

増収・増益メタアクリル

日本・欧州でのｶﾞｿﾘﾝﾀﾝｸ用途、北米で食品包装用途を中心に順調に
推移。欧州ﾌﾟﾗﾝﾄ増設１０月より立上げ。

増収・増益エバール

樹脂は欧州拡販、ｱｼﾞｱ市況回復により好調に推移、光学用ﾌｨﾙﾑは
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ需要の伸びと大型化、高度化への対応による販売数量拡大。

増収・増益ポバール
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（4）繊維
（単位：億円）

4.0％6.8％10.8％ROA（％）
▲44804760使用資産

142842営業利益

19525544売上高

増減03年上04年上

不織布は競合状況が厳しいが、付加価値品の拡販を進める。
ファスニングは国内需要が回復。

増収・増益不織布等

国際ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｼｭｰｽﾞ用途が好調に推移。鞄、ｸﾞﾛｰﾌﾞなど軽工品
用途も順調。

増収・増益クラリーノ

長・短ともにコスト合理化や非衣料分野での増販。事業構造改
善が着実に進む。

増収・赤字減少ポリエステル

FRC用途、紙・不織布用途など特長的な分野で堅調。増収・横ばいビニロン･Ｋ-Ⅱ

9



　　　　
（単位：億円）

（5）機能材料・メディカル他

▲0.7％10.6％9.9％ROA（％）
59772831使用資産

▲24139営業利益

56325381売上高

増減03年上04年上

活性炭事業は水浄化分野、付加価値製品で好調を持続。増収・増益国内関連企業他

<ｼﾞｪﾈｽﾀ＞の電子材料分野でのユーザー開拓進む。販売数
量拡大、生産能力も増強。

増収・赤字減少機能材料

薬価改定や医療費の患者負担増等により苦戦。減収・減益メディカル

RPTV用ｽｸﾘｰﾝがＣＲＴ向けに拡販。MD対応型ｽｸﾘｰﾝの増産
体制確立に遅れ、米国で伸び悩む。

増収・減益オプトスクリーン
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2004年度　通期見通し2004年度　通期見通し

（単位：億円）

＊主な投資案件…ポバールフィルム、ＫＳＥ、ＨＴＴ

＊下期前提…為替 110円/ﾄﾞﾙ、130円/ﾕｰﾛ、原油(Dubai) 35ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ

（1）概要

8.2％
63.0％
18.4％
26.0％
17.9％

8.4％

17225123102減価償却

203525367158設備投資

281808298当期利益

50330163167営業利益

64310151159経常利益

2793,6001,8441,756売上高

対前年比通期下期上期
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（2）セグメント別見通し
（単位：億円）

3301631673,6001,8441,756計

▲110▲53▲57---消去・全社

804139790409381機能材料・メディカル他

7028421,100556544繊維

2901471431,710880830化成品・樹脂

計下上計下上

営業利益売上高
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主要設備投資
　　　　　　　　　2005年度収益貢献
主要設備投資
　　　　　　　　　2005年度収益貢献

2005年　7月1,500万㎡

　５０億円　　貢献営業利益　計

貢献売上高　計

2004年　1月20,000トン光学用ペレット
　１５億円

2004年　4月5,000トン光学用シート
メタアクリル

２００億円

　３０億円2004年　4月180万枚ＭＤ対応型ｽｸﾘｰﾝオプトスクリーン

　５０億円2004年10月12,000トンエバールヨーロッパエバール

　１５億円

　１５億円

　５０億円

　２５億円

04年→05年
貢献売上高

2004年　7月2,000トンジェネスタ（ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ）機能材料

2005年　1月4,000トンセプトンエラストマー

2005年　3月1,500万㎡
光学用フィルムポバールフィルム

2005年　1月20,000トンKSEポバール

稼動時期数量増強計画

13＜ご参考＞



海外展開の進捗海外展開の進捗
（億円）（億円）

日本
966

アジア他
　240

欧州
215

北米
161

2002年度上期
616億 （38.9%）
2002年度上期

616億 （38.9%）

2003年度上期
677億 （42.0%）
2003年度上期

677億 （42.0%）

アジア他
　254

欧州
253

北米
170

日本
936
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化成品･樹脂 繊維 機能材料･
　　メディカル他

61.1%

26.5%

33.9%

セグメント内
海外売上比率（％）

セグメント内
海外売上比率（％）

（億円）

2004年度上期
781億 （44.5%）
2004年度上期

781億 （44.5%）

アジア他
　370

欧州
257

北米
154

日本
975

＜ご参考＞



ご注意ご注意

金額表示は億円未満四捨五入にしております。

本資料中の業績予想、見通し及び事業計画についての
記載は、将来の事業環境・経済状況等に関する現時点での
仮定・推測に基づいています。実際の業績は、これと異なる
結果となる可能性があることをご承知おき下さい。


